
      

０
１ 

３
点×

２ 

 

①
（ 

３ 
 

） 
 

 

②
（ 
２ 

 

） 

 

０
２ 

４
点×

２ 

 

①
（ 

４ 
 

） 
 

 

②
（ 

１ 
 

） 

 

０
３ 

３
点×

２ 

 

①
（ 

４ 
 

） 
 

 

②
（ 

１ 
 

） 

 

０
４ 

６
点 

 
 

（ 

４ 
 

） 

 

０
５ 

４
点
（
完
答
）×

２ 

 

①
（ 

３ 
 

） 
 

 

②
（ 

２ 
 

） 

 

③
（ 

１ 
 

） 
 

 

④
（ 

４ 
 

） 

 

０
６ 

７
点 

 
 

（ 

２ 
 

） 

 

０
７ 

４
点×

２ 

 

①
（ 

２ 
 

） 
 

 

②
（ 

３ 
 

） 

  

      

０
８ 

５
点×

２ 

 

①
（ 

２ 
 

） 
 

 

②
（ 

４ 
 

） 

 

０
９ 

９
点
（
完
答
） 

 

①
（ 

３ 
 

） 

 
②
（ 

２ 
 

） 

 

③
（ 

１ 
 

） 

 

１
０ 

１
０
点
（
完
答
） 

 
 

（ 

２ 
 

）（ 

４ 
 

） 

 

１
１ 

４
点×

２ 

 

①
（ 

公 
 

） 
 

 

②
（ 
線 

 

） 

 

１
２ 

１
０
点 

 
 

（ 

５ 
 

） 

 

１
３ 

１
０
点 

 
 

（ 

１ 
 

） 

 

１
４ 

１
０
点 

 
 

（ 

２ 
 

） 

 

１
５ 

６
点×

４ 

 

①
（ 

２ 
 

）（ 

５ 
 

） 

 

②
（ 

３ 
 

）（ 

４ 
 

） 

 

１
６ 

１
５
点 

    

１
７ 

５
点×

６
（
組
み
合
わ
せ
ご
と
に
完
答
） 

①
（ 

１
３ 

） 
 
 

（ 

８ 
 

） 

 

②
（ 

１
５ 

） 
 
 

（ 

１
７ 

） 

 

③
（ 

１
１ 

） 
 
 

（ 

１
８ 

） 

 

（ 

３ 
 

） 
 
 

（ 

１
９ 

） 

 

④
（ 

９ 
 

） 
 
 

（ 

１
６ 

） 

 

（ 

７ 
 

） 
 
 

（ 

１
０ 

） 

 

１
８ 

１
５
点
（
完
答
） 

①
（ 

４
・
５ 

 
 
 
 

 
 
 
  

 
 

） 

 
② 

     

     

第
１
回 

国
語
技
能
検
定 

バ
ー
ジ
ョ
ン
１
・
５ 

解
答 

氏
名 

合計点 

上
下
に
共
通
す
る
一
字
が
抽
象
的
・
無
形
的
意
味
し
か
持
た
な
い
単
語
が
上
、
具
体
的
・
有

形
的
意
味
も
あ
わ
せ
持
つ
単
語
が
下
に
書
か
れ
て
い
る
。（
５
７
字
） 

言
葉
は
、
対
象
を
区
別
す
る
必
要
に
応
じ
て
生
じ
る
。
そ
の
必
要
の
度
合
い
は
、
国
や
時
代

に
よ
っ
て
異
な
る
。
言
葉
で
名
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
味
範
囲
が
規
定
さ
れ
、
そ
こ
に
独
自

性
・
社
会
性
が
生
ま
れ
る
。
言
葉
に
は
恣
意
性
が
あ
る
た
め
、
私
た
ち
は
言
葉
と
意
味
と
の

結
び
つ
き
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
、
独
自
性
・
社
会
性
が
生
ま
れ
る
要
因
で

あ
る
。
（
１
４
４
字
） 

 


